
 
携帯電話による到達目標 
チェックリスト登録ソフト 
＜Regitre＞の使用経験 

 

長崎大学病院 医療教育開発センター 救急医療教育室１ 

長崎大学病院 医療教育開発センター２ 

 

長谷敦子１、小畑陽子２、松島加代子２、花井寿々子１、 

長谷英毅、浜田久之２ 

 



日本医学教育学会大会 

COI 開示 
筆頭演者名：長谷敦子 

演題発表に関連し、開示すべきCOI 関係にある 

企業などはありません。 



背 景  

• 長崎大学病院は、市中の初期・２次救急病院の救急
外来で、大学病院の専任教員が研修医をマンツーマ
ンで指導する救急医療教育室を設立した。 

• 初期・2次救急医療の教育現場では、症例，手技等
が多く、初期研修到達目標の達成に貢献度が高い。 

• 紙ベースのチェックリストは、紛失，置き放し， 
破損等のリスクがある。 

• 記載を事後にまとめて行うと業務の負担となり、 
回収率の低下にもつながる。 





目 的 

• 臨床研修到達目標を元に作成した“救急＆外
来研修チェックリスト”を携帯電話で登録で
きる＜Regitre＞を作成する。 

 

• 教育の時間・場所が様々な状況で＜Regitre＞
を使用し、全面運用にむけて問題点を挙げて
改善を行い、汎用性を検証する。 

 



対象及び研究期間 

• 平成26年度、長崎大学病院で研修を行った 
研修医のうち、救急医療教育室で研修を行った
のべ92名 

  内訳：長崎記念病院  40名 

     済生会長崎病院 42名  

・紙ベースのチェックリスト使用 6月～10月 

・ Regitreで登録 11月～3月 

 



方 法 
（Resitre作成のコンセプト） 

• 研修医の携帯の機種に全て対応するため、
アプリではなく、インターネットを利用 

• セキュリティ対策として、QRコードでアク
セスし、指導医と担当事務が管理 

• QRコードは、アクセスの度に自動変更 

• 指導医のコメントが、研修医から確認可能 

• 各研修医の登録データーを、担当事務が 
エクセルで入手可能 

 

 



実際の登録方法 

指導医 矢倉 健の画面 



研修医の業務登録 



経験症例の登録 





業務終了時 



研修医業務終了後、指導医の画面 



研修医 振り返り画面 
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11月から27年3月までの携帯電話入
力でのチェックリスト回収率 

内訳 研修場所 回収 未回収 合計 月別合計 回収率 未回収率 

6月 
記念 1 2 3   33% 67% 

済生会 4   4 7 100% 0% 

7月 
記念 5   5   100% 0% 

済生会 4   4 9 100% 0% 

8月 
記念 4   4   100% 0% 

済生会 4   4 8 100% 0% 

9月 
記念 3 2 5   60% 40% 

済生会 2 1 3 8 67% 33% 

10月 
記念 4 1 5   80% 20% 

済生会 7   7 12 100% 0% 

計 38 6 44 44 

内訳 研修場所 回収 未回収 合計 月別合計 回収率 未回収率 
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記念 4   4   100% 0% 
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3月 
記念 4   4   100% 0% 

済生会 6   6 10 100% 0% 

計 48 ０ ９２ 48 

(名） 

回収 未回収 合計 

48 0 48 

回収率 未回収率   

100% 0%   

チェックリスト回収率の比較 



67 

5 
15 

3 5 4 
16 

4 

166 

62 

40 
23 

11 
1 6 2 0 1 

27 
9 

57 
48 

93 

7 7 

106 

45 

24 24 
7 12 8 7 2 3 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

全
身
倦
怠
感 

*

不
眠 

 

食
欲
不
振 

体
重
減
少
・増
加 

*

浮
腫 

*

リ
ン
パ
節
腫
脹 

*

発
疹 

黄
疸 

*

発
熱 

*

頭
痛 

*

め
ま
い 

失
神 

け
い
れ
ん
発
作 

*

視
力
障
害 

*

結
膜
の
充
血 

聴
覚
障
害 

鼻
出
血 

嗄
声 

*

胸
痛 

*

動
悸 

*

呼
吸
困
難 

*

咳
・痰 

*

嘔
気
・嘔
吐 

胸
や
け 

嚥
下
困
難 

*
腹
痛 

*

便
通
異
常 

*

腰
痛 

関
節
痛 

歩
行
障
害 

*

四
肢
の
し
び
れ 

*

血
尿 

*

排
尿
障
害 

尿
量
異
常 

不
安
・抑
う
つ 

頻度の高い症例 

経験数 

63 

3 

195 

15 

139 

35 

185 

27 33 

3 1 0 1 8 

160 

1 

125 

25 
0 1 

0

50

100

150

200

250

一
般
尿
検
査 

便
検
査 

血
算
・白
血
球
分
画 

血
液
型
判
定 

心
電
図
（12

誘
導
） 

動
脈
血
ガ
ス
分
析 

血
液
生
化
学
的
検
査 

血
液
免
疫
血
清
学
的
検
査 

細
菌
学
的
検
査 

肺
機
能
検
査 

髄
液
検
査 

細
胞
診
・病
理
組
織
検
査 

内
視
鏡
検
査 

超
音
波
検
査 

単
純X

線
検
査 

造
影X

線
検
査 

X

線C
T

検
査 

M
R
I

検
査 

核
医
学
検
査 

神
経
生
理
学
的
検
査 

基本的な臨床検査 

臨床研修到達目標の集計結果 

― 3 
― 



31 

18 
8 9 9 

71 

95 

11 
2 4 2 

26 

9 11 
0 

13 11 

26 

0 
0

10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

気
道
確
保 

人
工
呼
吸 

心
マ
ッ
サ
ー
ジ 

圧
迫
止
血
法 

包
帯
法 

注
射
法 

採
血
法 

穿
刺
法
（腰
椎
） 

穿
刺
法
（胸
腔
、
腹
腔
） 

導
尿
法 

ド
レ
ー
ン
・チ
ュ
ー
ブ
類
の
管
理 

胃
管
の
挿
入
・管
理 

局
所
麻
酔
法 

創
部
消
毒
と
ガ
ー
ゼ
交
換 

簡
単
な
切
開
・排
膿 

皮
膚
縫
合
法 

軽
度
外
傷
・熱
傷
の
処
置 

気
管
挿
管 

除
細
動 

基本的手技 

― 3 ― 

10 
5 

22 

11 10 
5 3 

20 

6 4 
1 

13 

37 

0 
3 5 

10 

0
5

10
15
20
25
30
35
40

心
肺
停
止 

シ
ョ
ッ
ク 

意
識
障
害 

脳
血
管
障
害 

急
性
呼
吸
不
全 

急
性
心
不
全 

急
性
冠
症
候
群 

急
性
腹
症 

急
性
消
化
管
出
血 

急
性
腎
不
全 

流
・早
産
・満
期
産 

急
性
感
染
症 

外
傷 

急
性
中
毒 

誤
飲
・誤
嚥 

熱
傷 

神
経
科
領
域
の
救
急 

救急を要する病状・病態 



7 

0 0 0 

21 

11 

2 2 
0 

9 
7 

2 2 

23 

10 

1 1 

8 8 

0 

9 

0 
4 

1 

13 

20 

42 

6 

1 

6 
2 

0 

36 

41 

12 

4 
1 

4 
7 

0 0 

23 

0 

6 

1 0 
2 

0 

12 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 
3 3 

1 1 
3 3 3 2 

9 

0 

44 

25 

0 0 0 0 0 1 
5 6 

4 
8 

1 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

貧
血 

白
血
病 

悪
性
リ
ン
パ
腫 

出
血
傾
向
・紫
斑
病 

脳
・脊
髄
血
管
障
害 

認
知
症
疾
患 

脳
・脊
髄
外
傷 

変
性
疾
患
（パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
） 

脳
炎
・髄
膜
炎 

湿
疹
・皮
膚
炎
群 

蕁
麻
疹 

薬
疹 

皮
膚
感
染
症 

骨
折 

関
節
・靭
帯 

骨
粗
鬆
症 

脊
柱
障
害 

心
不
全 

狭
心
症
・心
筋
梗
塞 

心
筋
症 

不
整
脈 

弁
膜
症 

動
脈
疾
患 

静
脈
・リ
ン
パ
管
疾
患 

高
血
圧
症 

呼
吸
不
全 

呼
吸
器
感
染
症 

閉
塞
性
・拘
束
性
肺
疾
患 

肺
循
環
障
害 

異
常
呼
吸 

胸
膜
・縦
隔
・横
隔
膜
疾
患 

肺
癌 

食
道
・胃
・十
二
指
腸 

小
腸
・大
腸 

胆
嚢
・胆
管 

肝
疾
患 

膵
臓 

横
隔
膜
・腹
壁
・腹
膜 

腎
不
全 

原
発
性
糸
球
体 

全
身
性
疾
患
に
よ
る
腎
障
害 

泌
尿
器
科
的
腎
・尿
路 

妊
婦
分
娩 

女
性
生
殖
器
関
連 

男
性
生
殖
器
関
連 

視
床
下
部
・下
垂
体 

甲
状
腺 

副
腎
不
全 

糖
代
謝
異
常 

高
脂
血
症 

蛋
白
及
び
核
酸
代
謝
異
常 

屈
折
異
常 

角
結
膜
炎 

白
内
障 

緑
内
障 

眼
底
変
化 

中
耳
炎 

副
鼻
腔
炎 

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎 

扁
桃
炎 

異
物
除
去 

症
状
精
神
病 

認
知
症 

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症 

気
分
障
害 

統
合
失
調
症 

不
安
障
害 

身
体
表
現
性
障
害 

ウ
イ
ル
ス
感
染 

細
菌
感
染
症 

結
核 

真
菌
感
染
症 

性
感
染
症 

寄
生
虫 

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス 

リ
ウ
マ
チ 

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患 

中
毒 

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー 

環
境
要
因
原
因
疾
患 

熱
傷 

経験が求められる疾患・病態 

147 

74 

7 6 

50 

21 

0 
0

20

40

60

80

100

120

140

160

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン 

重
症
度
の
把
握 

シ
ョ
ッ
ク
診
断
治
療 

二
次
救
命A

C
L
S
 

急
患
の
初
期
治
療 

専
門
医
へコ
ン
サ
ル 

災
害
時
の
役
割
把
握 

救急医療 

406 

196 

4 3 4 
40 

5 2 
0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

診
療
録 

処
方
箋
・指
示
箋 

診
断
書
作
成 

死
亡
診
断
書
作
成 

死
亡
診
断
立
会 

紹
介
状 

返
書
作
成 

C
P
C

 

医療記録 

44 

2 

23 

0 
0
5

10
15
20
25
30
35
40
45
50

診
療
計
画 

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

入
退
院
判
断 

Q
C

L
 

診療記録 

― 4 ― 



結果及び問題点 

• 研修医全員の携帯で登録可能であった。 

• 紙使用の時は約85％の回収率が、携帯では
100％の登録率となった。 

• 画面が限られているため、ポップアップボタン
機能に慣れる必要がある。 

• 研修医の登録に不備な場合のため、指導医から
の修正機能が必要→機能追加 

• 症例毎のフィードバックが必要→機能追加 

• 電波の弱い場所で、動作に時間がかかる。 

 



結 論 

• チェックリスト登録ソフト＜Regitre＞は研修
医から紙ベースより好まれ、回収率も良い。 

• 個人別及び全体の集計が容易で、紙運用に比較
して教育効果の判定にも有用と思われる。 

• 事務量の軽減につながり、研修事務の効率化に
つながる。 

• インターネットを介するためPCでも登録可能
で、地域外来研修等での汎用性も示唆された。 

 


